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ア
ネ
ッ
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ね
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ま
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ア
ク
ラ
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Ｈ
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楽
友
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Ｈ
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二
三
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Ｈ
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み
ん
な
の
会(

Ｈ
24) 

 

一
笑
会(

Ｈ
25) 

ひ
ま
わ
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Ｈ
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い
ち
ご
会(

Ｈ
27) 

ふ
た
ば
会(

Ｈ
28) 

さ
わ
や
か`
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Ｈ
29) 

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
30(

Ｈ
30) 

 
 

 
 

 

（ 
 

）
は
設
立
年 

 

  
( 

)

内
は
設
立
年  

ね
り
ま
シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー 

開
催
の
お
知
ら
せ 

 

ね
り
ま
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｎ
Ｓ
Ｎ
）
の

最
重
要
目
的
で
あ
る
『
地
域
の
同
世
代
の
仲
間
と

「
活
動
の
足
場
」「
居
場
所
」
を
作
る
』
き
っ
か
け

と
し
て
の
「
ね
り
ま
シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
」
の
第
26

回
目
が
、
５
月
12
日
（
日
）
午
後
に
、
区
民
・
産

業
プ
ラ
ザ
３
階
の
コ
コ
ネ
リ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
基
調
講
演
の
講
師
は
東
京
都
健
康
長
寿
医

療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
・
研
究
部
長
の
藤
原
佳
典
氏

（
昨
年
11

月
に
開
催
さ
れ
た
練
馬
区
主
催
の
講

演
会
の
講
師
）に
お
願
い
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

こ
こ
数
年
は
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
者
及
び
新
た

な
仲
間
の
会
（
同
期
会
）
参
加
者
が
減
少
傾
向
に

あ
り
、
危
機
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
委

員
会
で
は
従
来
の
慣
習
に
と
ら
わ
れ
な
い
運
営
を

心
が
け
よ
う
と
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。 

ま
だ
地
域
活
動
に
参
加
さ
れ
て
い
な
い
ご
近
所

の
方
、
配
偶
者
（
特
に
男
性
）
等
に
セ
ミ
ナ
ー
へ

の
参
加
を
勧
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
セ
ミ
ナ
ー
は
傍
聴
可
能
で
す
。
是
非
お
越

し
く
だ
さ
い
。 

ね
り
ま
シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
委
員
会 

 
 

世
話
役 

井
上
隆
雄 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

   
 
 
 

                 
 

 

ス
プ
リ
ン
グ
・
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト 

 

Ｗ
Ｈ
Ｃ
主
催(

Ｎ
Ｓ
Ｎ
共
催)

の
第
５
回
コ
ン
サ

―
ト
へ
の
お
誘
い
で
す
。 

来
る
２
月
26
日(

火)

に
、大
泉
学
園
の
ゆ
め
り
あ

ホ
―
ル
で
、｢

ス
プ
リ
ン
グ
・
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
コ
ン

サ
―
ト
２
０
１
９｣

と
題
し
て
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

２
本
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
演
奏
を
お
聞

き
い
た
だ
き
ま
す
。 

開
場
14

時
、
開
演
14

時
30
分 

参
加
費
は
５
０
０
円
で
す
。
春
の
ひ
と
時
を
室
内
楽

の
調
べ
で
ご
堪
能
下
さ
い
。 

詳
細
は
配
布
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
各
会

担
当
者
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

(

Ｗ
Ｈ
Ｃ
ク
ラ
ブ
事
務
局) 

 

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン 

神
野
優
子 

宮
林
陽
子 

ピ
ア
ノ 

平
田 

侑 

 （
昨
年
３
月
の 

 
コ
ン
サ
ー
ト) 

 
コ
ン
サ
ー
ト
） 

山
本 

雄
一 

桑
原 

義
和 

渋
井 

良
郎 

熊
谷 

玄
之 

猪
俣 

俊
美 

内
藤 

雄
幹 

武
藤 

  

哲 

鈴
木
淳
三
郎 

丸
山 

敏
雄 

下
河 

秀
行 

岡
部 

史
生 

桂  
 

幸
嗣 

金
澤 

有
司 

大
貫 

雅
弘 

井
上 

隆
雄 

鈴
木 

光
夫 

橋
本 

直
樹 

斎
藤 

義
美 

  

よ
し
み 

 



【会員のひろば】 

深大寺門前で 

《 

練
馬
区
民
防
災
組
織 

 
 

 
 

防
災
会
に
参
加
し
て 

》 
今
、
地
震
等
の
自
然
災
害
の
発
生
が
予

想
さ
れ
て
い
る
中
で
、
多
く
の
区
民
の

方
々
が
区
民
防
災
組
織
に
参
加
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
意

外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
こ
で
紹

介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

こ
の
区
民
防
災
組
織
は
、
地
域
内
の
災

害
予
防
及
び
二
次
災
害
の
防
止
、
復
興
等

を
図
る
た
め
、
そ
の
地
域
内
の
区
民
を
母

体
と
し
て
設
立
・
運
営
さ
れ
る
次
の
よ
う

な
個
別
の
組
織
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

○
防
災
会
：
主
に
地
震
等
に
よ
る
火
災
の 

 

初
期
消
火
、
救
出
救
護
等
を
行
な
う
。 

○
市
民
消
火
隊
：
避
難
道
路
及
び
火
災
危 

 

 

険
度
の
高
い
地
域
の
消
火
を
行
な
う
。 

○
避
難
拠
点
運
営
連
絡
会
：
避
難
拠
点
の 

 

運
営
協
力
と
避
難
者
支
援
等
を
行
な
う
。 

こ
の
個
別
組
織
の
中
で
一
般
的
な
も
の
が

防
災
会
と
避
難
拠
点
運
営
連
絡
会
で
す
。 

防
災
会
は
現
在
、
練
馬
区
に
約
３
０
０

組
織
が
設
立
さ
れ
て
お
り
、
月
１
回
か
ら

3
回
程
度
の
頻
度
で
訓
練
等
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
内
容
は
、
消
火
ポ
ン
プ
Ｄ
級

の
操
作
や
消
火
栓
へ
の
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ

設
置
、
負
傷
者
の
救
出
・
搬
送
、
避
難
拠

点
（
小
学
校
・
中
学
校
に
設
置
）
に
お
け

る
避
難
者
支
援
活
動
、
防
災
研
修
な
ど
に

関
す
る
も
の
で
す
。 

 

ま
た
、
避
難
拠
点
運
営
連
絡
会
は
、
町

会
・
自
治
会
・
防
災
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
地

域
関
係
者
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
災
害
時

に
お
け
る
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
検
討
・
作

成
と
周
知
、
避
難
拠
点
訓
練
の
実
施
等
の

活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
災
害

時
に
は
避
難
場
所
の
整
備
、
避
難
拠
点
内

広
報
、
給
食
・
給
水
、
保
健
衛
生
管
理
な

ど
避
難
生
活
を
支
え
る
役
割
を
担
う
こ
と

と
な
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
活
動
を 

行
な
う
区
民
防
災
組 

織
の
充
実
が
、
今
後 

と
も
必
要
と
考
え
て 

お
り
ま
す
。 

一
笑
会 

美
濃
眞
一
郎 

《 

文
化
の
秋
を
楽
し
む 

》 

初
秋
に
、
練
馬
区
立
美
術
館
で
開
催
中

の
「
浮
世
絵
の
鬼
才
月
岡
芳
年(

よ
し
と

し)

」
展
を
団
体
鑑
賞
し
た
。
幕
末
か
ら
明

治
の
激
動
の
時
代
を
生
き
抜
い
た
『
最
後

の
浮
世
絵
師
』
と
い
わ
れ
た
作
品
を
鑑
賞

し
た
。
芳
年
を
50
余
年
か
け
て
蒐
集
し
た

素
晴
ら
し
い
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
、
加

藤
陽
介
学
芸
員
の
わ
か
り
や
す
い
解
説
で

10
倍
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。 

中
秋
に
、
有
志
で
「
神
田
川
・
日
本
橋

川
・
隅
田
川
ク
ル
ー
ズ
」
に
参
加
し
た
。

都
心
の
川
を
水
辺
か
ら
眺
め
る
風
景
は
特

別
だ
っ
た
。
日
常
の
風
景
と
は
違
っ
て
、

絵
巻
物
の
よ
う
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
ク
ル

ー
ズ
な
ら
で
は
の
景
観
は
新
鮮
で
あ
っ
た
。

変
わ
り
ゆ
く
東
京
と
変
わ
ら
な
い
江
戸
の

遺
構
に
触
れ
て
江
戸
東
京
を
満
喫
し
た
。 

 

晩
秋
の
一
日
、
11
月
26
日
に
深
大
寺

を
訪
ね
た
。
ガ
イ
ド
さ
ん
の
説
明
で
１
３

０
０
年
の
歴
史
あ
る
名
刹
を
散
策
し
、
国

宝
白
鳳
仏
に
参
詣
し
た
。
紅
葉
が
見
頃
で
、

本
堂
横
の
大
き
な
無
患
子(

む
く
ろ
じ)

の

葉
が
金
色
に
染
ま
っ
て
見
事
だ
っ
た
。
無

患
子
の
紅
葉
を
見
た
の
は
こ
の
歳
に
な
っ

て
初
め
て
だ
。
お
昼
は
、
門
前
の
嶋
田
屋

で
深
大
寺
そ
ば
を
食
べ
て
歓
談
し
た
。 

 

新
春
１
月
26
日
は
午
後
２
時
か
ら
公

開
講
演
会
を
サ
ン
ラ
イ
フ
研
修
室
（
３
Ｆ
）

で
開
催
予
定
。
加
藤
陽
介
学
芸
員
を
招
い

て
、
演
題
は
「
浮
世
絵
の
名
作
を
楽
し
む

～
浮
世
絵
通
に
な
る
た
め
の
３
つ
の
ト
ピ

ッ
ク
ス
～
」。
浮
世
絵
の
名
作
を
鑑
賞
し
な

が
ら
、
興
味
深
い
話
を
期
待
し
て
い
る
。 

睦
会
は
新
元
号
に
な
る
２
０
１
９
年
、

20
周
年
を
迎
え
ま
す
。 

睦
会 

西
島
幸
夫 

      
 

 
 

 
 

 

 



【各会の思い出の行事】 

《 

雨
の
川
越
七
福
神
巡
り 

》 

楽
友
会
発
足
３
年
目
の
平
成
24

年
１

月
21
日
に
、
西
武
鉄
道
主
催
の
「
川
越
七

福
神
巡
り
」
に
便
乗
す
る
こ
と
に
し
た
。

参
加
者
は
９
名
で
あ
っ
た
。
ス
タ
ー
ト
時

は
曇
り
空
で
あ
っ
た
の
で
、
大
勢
の
参
加

者
に
混
じ
っ
て
元
気
よ
く
歩
き
出
し
た
。 

 

妙
善
寺
（
毘
沙
門
天
）、
天
然
寺
（
寿
老

人
）
と
お
参
り
し
た
昼
前
に
は
小
雨
に
な

り
だ
し
た
。
喜
多
院
（
大
黒
天
）
に
お 

参
り
し
た
後
、
近
く
の
食
堂
に
入
り
昼
食 

を
頂
い
た
。
成
田
山
川
越
別
院
（
恵
比
寿 

天
）
に
寄
っ
た
後
、
老
舗
風
の
和
菓
子
屋

に
入
り
休
憩
し
た
。
川
越
を
象
徴
す
る
「
時

の
鐘
」
を
巡
っ
た
頃
に
は
雨
も
段
々
と
き

つ
く
な
り
だ
し
、
参
加
者
の
足
取
り
も
鈍

り
だ
し
た
。
こ
こ
ら
へ
ん
で
中
止
し
て
は

ど
う
か
と
い
う
意
見
も
出
て
き
た
が
、
七

福
神
巡
り
に
来
て
途
中
で
や
め
る
の
は
ご

利
益
が
な
い
の
で
は
と
い
う
理
屈
を
つ
け

て
続
行
す
る
こ
と
に
し
た
。 

蓮
馨
寺
（
福
禄
寿
）
か
ら
人
気
の
あ
る

菓
子
屋
横
丁
に
向
か
い
、
甘
い
も
の
を
買

っ
て
多
少
気
分
は
変
わ
っ
た
も
の
の
、
雨

は
一
向
に
止
ま
な
い
。
見
立
寺
（
布
袋
尊
）、

妙
昌
寺
（
弁
財
天
）
と
終
わ
り
に
近
づ
く

頃
に
は
、
皆
黙
々
と 

た
だ
ひ
た
す
ら
雨

の
中
を
歩
く
修
行
僧
の
よ
う
な
雰
囲
気
に

な
っ
て
き
た
。 

 

本
川
越
駅
に
あ
る
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に

立
ち
寄
っ
て
暖
か
い
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
だ

時
、
や
っ
と
皆
に
笑
顔
が
戻
っ
て
き
た
の

が
、
印
象
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
雨
の
中
の

七
福
神
巡
り
で
参
加
者
全
員
が
そ
の
後
に

「
七
難
即
滅
、
七
福
即
生
」
の
御
利
益
が

あ
っ
た
も
の
と
信
じ
て
い
る
。 

 

な
お
、
左
記
に
掲
載
し
た
ス
ケ
ッ
チ
は

会
員
の
大
坪
省
三
氏
が
最
近
描
い
た
も
の

で
あ
る
。 

 

楽
友
会 

小
倉 
政
夫 

       

  

～ 

マ
ジ
ッ
ク
で
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア 

～ 

 

マ
ジ
ッ
ク
（
手
品
）
を
趣
味
と
し
、
ボ

ラ
ン
テ
イ

ア
に
生
か
し
て
い
る
方
は
多

い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
２
組
に

自
己
紹
介
し
て
頂
き
ま
す
。 

※ 

田
村
年
治
さ
ん
（
ふ
た
ば
会
） 

９
年
く
ら
い
前
に
カ
ル
チ
ュ
ア
ー
の
仕

事
を
し
て
い
た
。
マ
ジ
ッ
ク
の
講
師
の
サ

ク
ラ
を
し
て
い
る
う
ち
に
覚
え
た
こ
と
を

生
徒
に
見
せ
た
と
こ
ろ
好
評
で
、
自
分
で

や
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
と

し
て
行
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を
や
め
て
、
そ
こ

に
招
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
。
今
は

そ
こ
を
含
め
て
介
護
事
業
所
３
か
所
で
、

月
に
１
～
２
回
訪
問
し
て
い
る
。
簡
単
な

も
の
を
い
く
つ
か
タ
ネ
を
教
え
て
、
宿
題

と
し
て
や
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
手
品
は

不
器
用
な
人
の
方
が
熱
心
に
練
習
す
る
の

で
上
達
す
る
。
み
な
さ
ん
も
如
何
で
す
か
。

孫
の
ジ
ジ
バ
バ
会
で
も
受
け
ま
す
よ
。 

        

※ 

菊
池
孝
子
さ
ん
・
片
桐
治
代
さ
ん 

（
虹
の
会
） 

 

15
年
位
前
か
ら
光
が
丘
マ
ジ
ッ
ク
ク

ラ
ブ
に
所
属
し
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
も
一
時

は
か
な
り
大
忙
し
だ
っ
た
が
、
近
頃
は
大

分
減
っ
て
き
た
。
で
も
、
出
演
す
る
た
め

に
は
練
習
も
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
し
、
み
な
さ
ん
が
喜
ん
で
く
れ
る
の
で

自
分
の
た
め
に
も
続
け
た
い
。 

      

 

地
域
で
活
動
す
る
会
員
た
ち 

② 



 

 ＜問合せ・連絡先 03-5999-4550＞ 編集責任者／丸山敏雄（虹の会） 

 

 

 

オープン参加行事のご案内 
 

【
定 

例 

行 

事
】 

 

【
N

S

N
定
例
運
営
連
絡
会 

開
催
メ
モ
】 

▼
Ｈ
30
年
11
月
24
日
（
土
）
14
・
00
～
16
・
00 

▼
Ｈ
30
年
12
月
22
日
（
土
）
13
・
30
～
14
・
50 

各
委
員
会
連
絡
確
認
事
項 

・
シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
・
講
演
会
・
会
報 

・
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

・
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
研
究
会 

承
認
事
項 

 

第
25
回
ね
り
ま
シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
補
填 

                            

《
12
月
オ
ー
プ
ン
参
加
の
味
噌
作
り
ご
報
告
》 

 

こ
の
味
噌
作
り
の
会
は
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
発
足

し
て
20
数
年
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
個
人
的

な
口
コ
ミ
に
よ
る
集
ま
り
か
ら
、
Ｎ
Ｓ
Ｎ
オ
ー
プ
ン

行
事
に
格
上
げ
し
た
こ
と
に
よ
り
、
今
年
か
ら
新
た

に
ふ
た
ば
会
か
ら
3
名
が
加
わ
り
男
性
10

名
女
性

6
名 
計
16
名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。 

前
日
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
自
宅
で
下
準
備
し
て
い
た
大

豆
を
蒸
し
、
粉
砕
し
、
麹
と
混
ぜ
る
工
程
を
、
昼
食

を
挟
ん
で
和
気
藹
々
と
楽
し
み
、
4
キ
ロ
の
収
穫
を

持
ち
帰
り
ま
し
た
。
ま
だ
手
作
り
味
噌
を
賞
味
し
て

い
な
い
初
参
加
の
女
性
か
ら
来
年
も
ぜ
ひ
参
加
し
た

い
と
の
お
言
葉
を
頂
き
、
味
噌
作
り
を
楽
し
ん
で
頂

い
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 
  

端 

辰
夫 

           

【
地
域
で
活
動
す
る
会
員
た
ち
】
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い 

 

今
号
に
２
回
目
の
、
地
域
で
活
動
す
る
会
員
た
ち

を
紹
介
し
ま
す
。
各
会
に
は
色
々
な
活
動
を
さ
れ
て

い
る
会
員
が
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
Ｎ
Ｓ
Ｎ

の
み
な
さ
ま
に
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
編

集
委
員
会
に
ご
連
絡
頂
き
た
く
、
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

会
報
／
Ｎ
Ｓ
Ｎ
編
集
委
員
会 

 

 

  

☆
ナ
ン
プ
レ
（
数
独
）
同
好
会 

初
め
て
の
方
に
は
簡
単
な
や
り
方
の
説
明
を
さ
せ 

て
頂
き
ま
す
。 

(

日
時
）
毎
月
第
１
金
曜
日
13
・
30
～
14
・
30 

(

場
所
）
練
馬
高
野
台
駅
前
地
域
集
会
所 

(

会
費
）
１
０
０
円 

(

資
料
代)   

(

問
合
せ)

四
季
会 

桑
原
☎(

３
９
９
０
）
４
３
５
０ 

 

☆
Ｎ
Ｓ
Ｎ
歌
声
交
流
カ
フ
ェ
の
ご
案
内 

昔
歌
っ
た
愛
唱
歌
・
童
謡
・
抒
情
歌
を
Ｃ
Ｄ
の
曲
を

ベ
ー
ス
に
、
み
ん
な
で
歌
っ
て
楽
し
む
集
ま
り 

(

日
時) 

偶
数
月
第
3
木
曜
日
14
・
00
～
16
・
00 

(

会
場) 

練
馬
高
野
台
駅
前
地
域
集
会
所 

(

会
費) 

無
料 

登
録
不
要 

先
着
25

名
様 

(

問
合
せ
） 

ね
り
ま
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ 

 

桑
原
☎(

３
９
９
０
）
４
３
５
０ 

山
本
☎(

３
９
９
５
）
２
２
１
７ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

☆
ユ
ー
モ
ア
サ
ー
ク
ル 

３
分
間
ス
ピ
ー
チ
で
、
ユ
ー
モ
ア
感
覚
を
会
得 

(

日
時
）
奇
数
月
第
４
月
曜
日
14
・
00
～
17
・
00 

(

場
所
）
練
馬
高
野
台
駅
前
地
域
集
会
所 

(

会
費
）
３
０
０
円 

(

当
日
参
加
者)   

(

申
込
）
新
エ
ル
フ
内
藤
☎(

６
７
６
０
）
２
８
１
５ 

 

☆
ミ
ニ
ブ
リ
ッ
ジ
を
楽
し
む
会
（
四
水
会
） 

コ
ン
ト
ラ
ク
ト
ブ
リ
ッ
ジ
の
前
半（
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
）

を
省
略
・
簡
単
に
し
た
ミ
ニ
ブ
リ
ッ
ジ
の
会 

(

日
時
）
毎
月
第
４
水
曜
日 

14
・
00
～
16
・
30 

(

場
所
）
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー 

 

え
ー
る
３
階 

研
修
室 

(

会
費
）
無
料 

(

申
込
）
ひ
と
み
会 

角
地
☎(

３
９
０
４)

８
０
０
５ 

☆
高
野
台
エ
ッ
セ
イ
ク
ラ
ブ 

自
作
の
随
筆
・
時
事
評
論
な
ど
の
発
表
と
懇
談
会 

(

日
時
）
偶
数
月
第
４
火
曜
日 

14
・
00
～
17
・
00 

(

場
所
）
練
馬
高
野
台
駅
前
地
域
集
会
所 

(

会
費
）
３
０
０
円(

当
日
参
加
者
） 

(

申
込
）
新
エ
ル
フ
内
藤
☎(

６
７
６
０
）
２
８
１
５ 

                             【
編
集
会
議
に
参
加
し
て
】 

Ｎ
Ｓ
Ｎ
会
報
の
編
集
会
議
に
初
め
て
参
加
し
ま 

し
た
。
要
領
よ
い
進
行
で
、
次
号
と
次
々
号
の
編
集

企
画
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
出
来
上
が
り
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
の
課
題
は
、
紙
面
全
体
を
バ
ラ
ン
ス 

よ
く
完
成
さ
せ
る
こ
と
の
よ
う
で
し
た
。
原
稿
を
集

め
る
こ
と
が
大
変
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
同
期
会
で

の
「
今
年
の
十
大
ニ
ュ
ー
ス
」
や
、「
一
番
印
象
に

残
っ
て
い
る
活
動
」
等
を
提
出
す
る
こ
と
も
、
一
つ

の
ア
イ
デ
ア
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

八
展
会 

山
本
猛 

【
編
集
後
記
】 

 

み
な
さ
ま
の
ア
イ
デ
ア
で
、
紙
面
が
生
き
て
い
き

ま
す
。
お
互
い
を
知
る
一
環
と
し
て
、
地
域
で
活
動

す
る
会
員
た
ち
シ
リ
ー
ズ
を
続
け
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
丸
山
） 

   

和気藹々の味噌づくり 
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